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2La-l　　　　　家庭洗濯におけるソーシャルLCA適用のための実態調査
　　　　　　　　　○山口庸子＊　桑村典子＊＊　中田雅代＊永山升三≪3

　　　　　　　　　(＊共立女短大、＊＊昭和学院短大　＊3共立女大総文研)

【目的】家庭洗濯による環境影響評価にライフサイクルアセスメント(LCA)が導入されてい

る。一方、洗濯機の大容量化・節水化した製品開発が見られる。しかし、家庭洗濯のよう
に日常生活を主体とする場合､従来の工業製品を中心とする工学的立場に偏したLCAの解析

よりも、生活行動パターンを取り入れた解析｢ソーシャルLCA｣が必要と考える。そこで、

家庭洗濯の実態調査により、同様に'91年に日本石鹸洗剤工業会が実施した調査1)と比較
し、洗濯行動パターンの変化を明らかにし、ソーシャルlCkの必要性について考察した。

　【方法】洗濯行動パターンの実態調査及びこれに伴う家庭用電気洗濯機の使用別消費電力

量等の測定を行った。実態調査は、'97年の人口動態比に基づき、全自動洗濯機を使用して
いる東京近圏在住の1～6人世帯を対象に計50世帯の調査を行った。調査期間は平成11年10

月14日～20 日までの一週間とし、洗濯物重量の測定、洗濯回数等を毎回記録する日誌調査
とアンケート調査の両手法を用いた。

　【結果】日誌調査(N＝50、平均家族数2.9人)の結果、洗濯物量は家族構成によって異なるも

のの、1家族、1週間に平均約19. 7kg、洗濯日の1日当たり平均約2.6kgが洗濯されている。

また、1回当たりの洗濯物量は0.3～8kgと幅広く、仕分け洗いやまとめ洗いの傾向が見られ
た。洗濯物量が多い家庭ほど大容量洗濯機を使用し、洗濯物20kg以上の家庭では洗濯頻度

は10回前後と一定値を示し、'91年の調査1)に比べて洗濯機の大容量化の影響が顕著であっ
た。洗濯行動パターンの多様化によって引き起こされる消費電力量の変化を測定し、使用

段階におけるLCA解析の指標を得た。1)第25回被服整理学夏期セミナー講演要旨集, p.69(1992)

2 La-2 細菌の増殖に及ぼす界面活性剤の影響

　○高橋芽公美影山志保角野猛諸岡信久

　　(郡山女子大)

目的５種類の標準菌株(Escherichiaooli, Enter)ba(加r cloacae,Salmonella choleraesuis,S喘)hyioccχX)US

aureus, Bacilluscereus）と剛由来の３ ６菌株を用い、これら躇噛の生

育に及ぼす界面活性剤の影響を検討した。供賦界面活性剤はもっとも生分解のよいラウリル硫酸ナトリウム

　(SIS)を用いて細菌に対する影響を検討した。

　方法普通ブイヨン培地とその２倍、４倍、10倍希釈培地にSLS力洛々Oppm, 100ppm,300ppmになるよう

に励口した。その滅菌培養液に供試菌株を接種し、30℃において24時間振とう培養した。1時間ごとに660nm

における濁度を自動的に測定して細菌の増殖の指標とした。培養後の濾液中のアンモニウムイオン､硝酸イオン、

リン酸イオン、ＯＯＤ、pH、アニオン界面甜m剤量を測定した。また、SLSの各菌株に対する最/｣ヽ発育阻止濃

度は標準寒天培地を用し略菌株を白金耳で塗抹した。

　結果5種類の標準菌株はいずれも、SLSlOOppm添加区で増殖が促進された。Salmonella choleraesuis は４

倍、10倍希釈培地で最も良く増殖した。Staphyloo)(cus aureus及びBad!!us oereusはSLS300ppm 添加区

ではほとんど増殖を示さず、SLSによって増殖が抑制されている事力呼峻された。また、Bacillus cereus ば培

地にiSLSが含有される場合、培地濃度剖氏下させても、増殖がみられた。SLSはEnterobacter doacae が効率

的に減少させていた。これらの結果により、SLSは腸内細廳科のグラム崩生菌の増殖を助長している事が示唆

された。
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